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お わ り に









































































Ⅰ ｢上申書｣ と ｢口供書｣

























































































































































































それは非私学校徒肥後担二治 (鹿児島城下,21歳 A 85)が ｢壮年輩ハ出兵セザレバ噸笑セラ
ル ､勢｣であるというような,戦争特有の風潮が鹿児島を覆っていた以上,出兵をなかなか拒
否しにくい状況であったであろうし,また ｢是非戦地へ同行イタシ呉候様 トノ依頼移敷｣(有

























































































⑩ 徳丸吉蔵 平佐 (川内) 30歳
各地ノ士族皆随行ノ趣二有之,其事情ノ詳カナル儀ハ了承不致候へドモ,壮年ノ輩安居
ノ秋二無之 卜思考シ従軍希望･-･･(A-139)











吉田 桜島 郡山 伊集院 谷山 重富 飯島 硫黄島 竹島 黒鳥
加治木出張所 (24郷)
加治木 溝辺 横川 山田 蒲生 栗野 帖佐 吉松 清水 襲山 財部 踊 末吉 岩
川 恒吉 福山 敷板 牛山 大村 佐志 黒木 蘭牟田 菱苅 太良
隅之城出張所 (19郷)
隅之城 平佐 高松 樋脇 永利 市来 串木野 水引 高城 長島 阿久根 野田 高
尾野 出水 東郷 山崎 宮之城 鶴田 入来
垂水出張所 (17郷)
垂水 新城 鹿屋 串良 午根 花同 大姶良 高隈 内之浦 姶良 大根占 小板占
佐多 日代 百引 市成 高山
知覧出張所 (16郷)
知覧 阿多 田布施 永吉 吉利 日置 加世田 川辺 伊作 指宿 頴娃 山川 今和
































































⑬ 河野義俊 日向米良 40歳
今般旧領主菊地忠鹿児島表ヨリ上京相成候二付･--旧領主ノ申付故,何等ノ事由ハ承知
不仕,何心ナク二月十五日ヲ以テ同所ヲ発シ--- (A-199)


















⑪ 清水港 日向延岡 43歳
隆盛ハ維新ノ際尊王ノ義ヲ天下二首唱シ国家二人勲功アルモノナレバ,決シテ大義名分
ヲ誤ラズト妄信シ,叉之こ随行スルハ同県人ノ義務ナリト心得- ･.･(A-145)





























人 文 学 報
る｡供述のこの部分は,にわかには信じがたい｡
(C) 佐土原及び都城からの出兵

































































人 文 学 報
め以降,桜島に避難し,中立の立場をとり,家臣100余人も随っているので12),当初から鹿児
島の旧領主島津家の動きにも強く影響されていたと見ることも出来ようO

























































⑲ 原田種光 日向石松 (西都) 33歳
はじめ












































































⑮ 志岐喜平太 鹿児島城下 21歳
私学校へ入学セザルモノハ随行ヲ免サザル趣ニテ,各壮士争フテ入校ヲ請フ勢ヒニ相成
--‥(A-155)
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人 文 学 報
ることにして,現時点の私な りの考察によれば,西南戦争は,他の士族反乱 と違って,鹿児島
の歴史的風土,地域の特性 と西郷隆盛 という類いまれなる個性に規定 された,特異な士族反乱
であったと云ってよいように思える｡















11) 原口虎雄 『幕末の薩摩』中公新書 昭和41年,12-17ページ｡






15) 村野寺泊 ｢西南戦争の研究- 私学校反対派の動向について- ｣鹿児島女子短期大学 ｢紀要｣
20号,1985年｡｢~r丑乱概｣(F鹿児島県史料A西南戦争第3巻,昭和55年,396ページ｡



















9) 上村希美雄 『宮崎兄弟伝 日本篇』葦書房,1984年｡


















































人 文 学 報
- 46-
薩 .隅 日
向戦 死 (士族) 3094
608(平民)
169 42合 計 A
3263 650行方不明 (士族) 952 265
(平民) 59 28
合 計 B 1011
